
故大上宇一氏遁 " 意詑集
故大上宇一翁の遺・品調査中刻明しむことであるが、翁は動植物の専門学者や地方の研究家に多 t
の交渉をもつでいた。既に故大むなられ、7こ古が多いが、現存の数氏lご遁憶を，お願いしたとこ. ろ幸、γ

博士は植物化石、ヌJく生植物の大家でめるこ左は学界周知の ωことであサ、井口宗平氏は現在研究生活

から還さーかつでいられる、が、且では松村松年専土問昆虫を一定られ、新局、新種をz多数発見されt こ
とは、本会編集 F郷土の生物j 伊ー集で御承知のこと〉思う。叉= 吉野善介氏は備中植物の研究を以
で令名あか、ヨシ ヤナギ、ヨシ アザミ、、ナウブサドリの学名等にぞの名を留めていられ、老齢

倫批健で備中高梁町に在つで高著「備中植物誌d の改訂を‘きれつ、「備中植物研究」を発行; ちれ・
い丸一言玉稿に蛇足を添えで故翁! と共正三先生に深甚の謝意乞表しちゃまない。

(Sept. 20. 1949 建部葱潤記つ

故大上宇一氏訪開の目的と，嘗時の思わ出
中園の山地色形成せる岩石は右い花筒渚が骨子となり・、其の間K : ん三紀中新世の泌屠が麗〈発

し、更により若い地層も・一部分発達しぢ居ーる等多様な理境1J;:，あり、従っち大陸之共通するものも生
き建与、南方の要素七北方の要素が生育する‘等4先輩によち多〈ω興味明ある研究調査が発表されtて

居:o .. 
日本の植物の構成に就き私は盛岡高農林学科在学中よち興味乞持ち、引続引京都大事¥ ' c : 大任12年

ス( 学の後: もよく採集放行をした。其の年の夏休去での格'9 に郷里脊f JJ孫よ b帰校の途を，津IlJ、勝I1J、
大l却を避で採集・し両の方を幾分，
を小泉; 岩生にお話・し申しに所、幸L、，コヤ2スノキが搭磨に三あるから序陪ET?を持って帰つで兵れな、いか
自分は大上氏に手枕を書〈から Eのこ k、当時生出日本樹木誌御完成の意図のもをに御捷カ中な
ちしを・以ち、私は紹介肢を. 持っち勇んセ大上氏宅匙訪問する様な次第: となっ7ごQ 此の時はf大JE12年
10月間日で、;f，*暗の続u、7二年で、あっ7こ守ことを『記憶しで居る@
来: 震を告げるや御子息様' 1 : : ' 前の/J、高き Il J 地. より自訴生のもの〉内より・手頃の一株t，掘'9 };られ、

五さを持4ち帰 京大植物園の西南隅の道路協に植天国主前る珍樹のーっとな、った。市し其の発育は株

9しも 1 m余高となち常に開詑結実せり. 現在は農学部事務室建設の謂移
植原位置より移動せるふ大上翁の御好意主物語る，0

倫御宅i ' C は附近の山地より採集せられ鉢植: となして居ιれ? こものにはグキミシ¥ ホ! ライカヅ

ー等あり、私にはんで実物k しでは初めち見せも作たものであるから非常に' 興時深〈、今も記憶に
建つ? 居る次第ですQ 而し念いTご主主か其の他自訴に関する探い御謹話をうかごうことをなさながっ
7ること・は浅学なる自分の不明にして五且つ建念む存じて，居る次第で、あ b ます。

Ovlar. 18. 1949 理学博士三木 茂)

史上さんの思い出
大上‘さんは毘懸元年生れ“だっ? こから健在な・らぱ今年八7十五才に= なられる筈? です干。ヒヨロヒヨロと

し7こ細高い身体TZ力仕事はにが乎t::つ7こらしい a 話をする時には! 目尻にしわiをよせてユコ z っとしn
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て高い調子の声できわめて物やわらかに話をしてヱヘ……とよ〈笑って居られに a

私が大上さんを知ったのは、 7こしか明治40年の頃でしに。当時岐阜市の名和昆虫研究所から刊行
された月刊雑誌昆虫世界に「播磨産甲虫類Je題する目録を毎用引っ立ち書かれるので、はじゅで隣
君Eの持保郡に同好者のあるこ左を知つτ端書を一枚出し? このですQ ・英の返事の中に「虻蜂 k らすもの
小生神経衰弱にて思う様に研究も出来すも云云」とあっTこのを記憶して居る。
明治41年 9 月上旬頃、私は大上さんの宅をはじめて訪問しました。自轄車も汽車もなかっ? こから

脚絡がけわらじぽきで約六星宇の遣を徒歩で行ったのです。初めての大上さんの印象は物やさしい

お医者さんみ7こようでじfこ。六墨ー聞の内には本棚にギツシリつまつf二本やら雑誌やら、いろいろ
の箱やら標本がそのま〉おいであるやらで、話のう主に弐今と植物のおしぱやら、貝類の標本やら

動物の歯やら、古い石器のやうな物やら、 fことえばコウモリの乾製標本のようなものまで、座敷ー

てポ戸ツ E なるようであっ? こ。爾来四十年を超過し? こが今でもよ〈記憶に建って思るのは、理学博
士白井光太郎氏が自著「日本産菌類目録」の扉に

香島村高きかをちぞ忍ばる〉
きのこの絵巻見るにつけても

と自署して贈って来てあっ? こことです。その大上さんのきのこの絵巻も見せてもらっ? こ。何でも

戸数年前豪雨のあっ? と時家のかみの溜池の高い堤が決潰して此家も天井にとヲ〈程浸水じて辛〈も
倒壊を発れに k の事でま? ご泥のついにま〉の植物の標本を、これは伊濠の右鎚J lIからこれは但馬の
ク}くの J1 J からと古新聞にはさんで縄でからげにま〉のものを際限な〈ヲ! っIJ: 9出して見せて〈れfこ
} 泊させてもらって夜尿の中マ大上さんの諸懐に日〈、

「井口さん、僕等のやうな貧乏な者カヘいろんな物すもぎな真似をして世聞からは笑われ、自分で'

はおいしい物もようにベす¥ 新しい着物もよう作ちす、人並みに物見にもよう行かす志、すべての'

ものを挙げて此研究に打込んで此年月をすごして来ましたが、これも一種の病ちゅうものかな。 z

それでも、こんな不備な貧弱な研究でも、或いは・大学や研究所あわりの調奈の到らぬ k ころを補
う何かの空シにならんとも眠らんと思うがナア」 τ

e  g 私はそれを聞いて何とも云えぬ巌粛崇高な精神にう? これで襟を去さ十に居られなかっ? こ。私
拡大上さんに「これ程研究が出来て居るのなら何処か中学校へでも奉職されにらー」といって見? こが
一答は?こちJヱへ....... . と笑殺されたま冶? ごつに。恐ら{ 大上さんは何物にも拘束されすもに純真に研究を
寸このしむのを生命として居られたのマしよう。それでも乙んな事をいはれに@

「僕がも少し勉強して薮医者の発放でもとって愚7こらな万戸、富者もあま bはやるとかなわんが
研究の暇にポツリポツ P と病人を診る位なら丁度ょいと思うけれざナア」
一泊の翌日時うで私の宅へ帰つ? こが、一道々私は路辺の草を} 々名をおそわった。其の翌日は櫛聞

の滝へ採集に行った。亡弟が姫路師範の一年生で夏休の宿題に植物の標本を採集して居Tこので亡弟
も大変命名に便宜を得fこ訳である。
其後も四、王国主f互に行つ? こり来7こりしまし? こが、そのうも私が昆虫の研究をやめにので自然疎 π

謹になっ? こ。昭和 5年頃であっ? こか、久し振りで犬上きんを訪れ? こが、その時蘇苔類の解読書上下
ニ巻を示されfこ。ぞれは字紙二つ折にして k じたものでー頁に一種づ〉実物を貼りつけ、学名和名
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産地等一々精細に記入しであっTこ. 大上さん日〈 ー

"/ >  き?こい k思ってこの解設を一生懸命に集成して居? こが先頃やっと完成しまし1:，，，チト無理をした

$、、

ので持病の神経衰弱がおこって圏って居る」

とのこ kで、私との底談¥ : r も 7こえぬ風で折々中座して別室へ休みに行つで麗られる様子でしず' - "
英時は日帰りにして別れまし? こが、英後ざもιからも音沙汰なしで逝去の報もほのかに承つfこま
まになって居ります。大上さんにはまだこの外にいうにいわれぬ深厚な理解と御同情を得てh る私
の一大事もあるのですが、 Eにかく私は此入の如〈名利に淡〈、清純無垢、イ山骨稜キ? こる人物には
かつて逢った事はない Q 最後にお7こするねし? こ時にも私は
「これ程迄に多年研究集賦されfこる文献や標本もあなたの亡き後で散侠させてしまっては学界の
ためにも痩念な事であり、誰か篤志の後継者を得て、それぞれの部門にわかれでもよいから、此

の努カを基礎にして進んで貰う様にしにーなら、あなにも死して膜守べきではないか」

と話し? こ事でし7ご。民実の種手は何時かは芽をふかすべこは居ない筈ですが、幸いにも兵庫鯨下にも
若い篤志の方々が輩出せられて、自怨大上さんが多年の蔭の努力も次第にあがるみに出るようにな

って来Tこ事は生前辱知の私の大きな喜びであち、大上さんも地下で定ゆしニツコリ主会心の笑みを
? こ〉えて麗られる事と思います。担 CAug. 30. 1949 佐用郡久崎町井口宗平〉

大上 - 宇一氏の思い出
私が大上宇一氏の名を初めて知つ7このは、植物学雑誌の雑録欄に矢部吉顧氏カヘ大上氏の採集品
中の珍しいものを紹介してあった時からで、クログキ、カヅラ、タキミシダ、予ユウキユウコザクラ

等であっ7ごと記憶しているべぞの後明治36年頃から文題し7こが、ぞ，の手択類は他のものも含め43年
五月家宅類麗の際烏有に帰し7こ。後播鹿屋稀産植物標本の設付を依頼し、植物学雑誌の抄錯詮付を

乞う 7ここ k もあっ?こ。 ieの後大上氏よち受けTこのは年賀獄ぐらいのものであっTこ。叉大正14年春京
大の田代善太郎氏が初めて来訪され、希望によって紹介欣を書き送ったこともあっ? こ。. - - ) . -

標本は余り多く交換しなかったが、私の還ったチユウゴクガマヅミその他の備中稀産植物の標本

が同氏の著「中園植物図詮」の査料となり、今目前をの標本炉建っている由建都窓潤氏から報知を

得? こ。河氏の主主られ? こ標本は卒置に申して不完全なものであっ? こ。而し今街記f意していることば私
がナツアサドりを発見しに当時、ナツグミを知らす志向氏へ標本を求'&)1こところ、ナツグミの名? ナ
ツアサドりを主きって来7こ。もし同氏炉本草書や方雪に額ちすもに牧野氏の如き専門学者に還って検定
を乞われていたならば Eleaegnus Ogamii ともなっていにこ主〉同氏の7こめに惜なものである Q

叉同氏から建られに標本のなかで花実共に無いものであるが、マンリョウの一種があり、当時か

ら1 E 名不詳であったカヘオホパマンリョウというものかと考え、ぞの槙品は私が勤めていに大阪市
東淀川直十三西之町武田薬工株式会世附設研究所標本室に牧めておい? こから今倫建っているであら
う" ¥  、 三 べ (Sept. 16. 1949 備中高梁町吉野馨介〉
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